
部外秘 生活

項目　 教科書名

どきどきわくわくあたらしいせ
いかつ　あしたへジャンプ新
しい生活下（２・東書）

たのしいせいかつ上たのしい
せいかつ下はっけん（４・大
日本）

みんなとまなぶ小学校せい
かつ上みんなと学ぶしょう
がっこうせいかつ下（１１・学
図）

せいかつ上みんなとなかよし
せいかつ下なかよしひろがれ
〔１７･教出〕

せいかつ上まいにちあたらし
いせいかつ上そよかぜ（２６・
信教）

せいかつ上まいにちあたらし
いせいかつ下だいすきみつ
けた（３８・光村）

わくわくせいかつ上いきいき
せいかつ下（６１・啓林館）

１学習指導要
領の教科の目
標を達成する
ために取り扱
う内容の選択
について

・「身近な人々、社会及び自
然を自分との関わりでどのよ
うに捉え、どのように考え、表
現し気付きの質を高めていく
か」という生活科における見
方・考え方が丁寧に取り扱わ
れている。例えば上巻「はな
をさかせよう」においては、聞
く・においをかぐなどの観察
の方法や、表現方法など発
達段階を考慮しわかりやすく
取り扱われ、配慮されてい
る。
・『やってみよう』などで気付
いたことを基に「見付ける」
「比べる」「たとえる」など学習
活動例が写真や挿絵、吹き
出しで示されている。

・答えを示すのではなく、児
童自身に考えさせるための
投げかけを示すことで、児童
が考える時間を保証し、思考
力が育まれるように配慮され
ている。
・活動中や活動後には、話し
合う、カードに書くなどの言語
活動だけでなく、動作化や劇
化などの多様な表現方法を
例示している。
・『せいかつことば』を設け、
豊かな表現力の育成、表現
活動の充実が図れるように
配慮されている。

・4人のキャラクターのつぶや
きやカードの中で子どもが自
然に見方や考え方を生かし
ていけるように設定されてい
る。
・身近な人々、社会及び自然
との関わりをカードなどに記
録していくことを重視するよう
配慮されている。
・単元末では活動したことを
多様な表現でまとめ、振り返
りができるように配慮されて
いる。
・単元末に『もっと』ページを
配置し、単元が終わった後も
学びを生かして意欲的に活
動を持続・発展できるよう配
慮されている。

・「わくわくすいっち」において
動機付けをしっかりと行い
「やらされている体験活動」に
陥らないように配慮されてい
る。
・「ひんと」では、「見つける、
比べる、たとえる、試す、見通
す、工夫する」など多様な学
習活動、表現活動ができるよ
うに配慮されている。
・「学びのポケット」において、
他教科との学習をつなげ意
欲の継続が図れるように配
慮されている。

・地域や地域の人とのつなが
りを大切にしたストーリー性
を示しながら，地域の特性に
あった習慣や技能が身に付
けられるように配慮され、活
動と体験が一体化した表現
ができるよう配慮されてい
る。

・見付ける、比べる、たとえる
などの学習活動で分析的に
考えたり、試す、見通す、工
夫するなどの学習活動を表
情豊かな写真や作例などで
示したりしている。
・学びを深めるための「ヒン
ト」が示され児童が繰り返し
対象と関わり、試行錯誤し、
思いや願いを実現できるよう
配慮されている。
・気付いたことや考えたこと、
楽しかったことなどについて、
言葉、絵、動作、劇化などの
多様な表現方法を用い、他
者と伝え合ったり振り返った
りしている児童の交流活動を
随所に示し、気付きの質を高
めるよう配慮されている。

・『わくわく』『いきいき』『ぐん
ぐん』の3段階で構成され、思
いや願いの実現に向けて繰り
返し考えたり表現したりしなが
ら学びを深めていけるように
配慮されている。
・見付ける、比べる、たとえ
る、試すなど気付いたことをも
とに考えるための学習活動の
例が示され、気付きの質が高
められるように配慮されてい
る。
・『できるかな　できたかな？』
コーナーでは振り返りの視点
を例示し、自らの成長を感じ
とり表現できるように配慮され
ている。

２内容の程度
及び取り扱い
について

・単元導入は見開きのダイナ
ミックな写真や絵で構成し、
児童の興味・関心を引き出
し、児童の主体的な活動が
始まるような工夫がみられ
る。
・「学びをふかめる」という
コーナーで深い学びが実現
されている児童の姿を示した
り、学びのプロセスを紙面下
段に掲載したりして、児童が
活動をイメージできるような
工夫が見られる。

・単元導入は見開きの写真
や絵で構成し、児童の興味・
関心を引き出し、児童の主体
的な活動が始まるような工夫
がみられる。
・ペア、グループ、全体等で
交流する場面を設け、気付き
を共有化し、気付きの質を高
め、さらに次の活動の意欲へ
つながるような工夫がみられ
る。

・子どもの主体的な活動を支
援する「学び方図かん」が巻
末に設けることで、子どもが
常に参考にし、活動を広げて
いけるような工夫がみられ
る。
・「ものしりノート」や「ものしり
図かん」などの資料ページが
充実しており、子どもが主体
的に活動を広げていけるよう
な工夫がみられる。

・単元導入「わくわくスイッチ」
や単元を貫く「はっけんロー
ド」試行錯誤を促す「かんが
えまとめいろ」、振り返りを助
ける「ぐんぐんはしご」が設け
られ、学び方を身に付けて、
主体的な学び方が展開でき
るような工夫がみられる。

・単元導入は見開きのダイナ
ミックな写真や絵で構成し、
児童の興味・関心を引き出
し、児童の主体的な活動が
始まるよう工夫されている。
・児童の活動の様子の写真
や絵がふんだんに使われて
いて、活動を広げていけるよ
うな工夫が見られる。

・単元の導入ページは、児童
が身近な対象について、自
分との関わりで興味・関心を
高められるよう、これまでの
経験を想起し、活動の見通し
がもてる問いかけを位置づけ
るという工夫がみられる。
・さまざまな価値観で考えた
り学びを深めたりしている児
童の姿が、ユニークな絵と文
章で表現されており、児童一
人一人が自分なりの思いや
願いをもちながらも協同的に
学べるよう工夫されている。

・導入「わくわく」、主たる活動
「いきいき」、振り返り「ぐんぐ
ん」の3段階で構成され、さら
に「めくり言葉」には、児童の
次の活動に向けての思いや
願いが例示され、単元を通し
て学びが連続的・発展的に深
まるような工夫がみられる。
・グループで考えたり、話し
合ったりする活動のようすが
具体的に示されており、他者
と意見を交流することで自分
の考えを広げたり、深めたり
する姿がイメージできるような
工夫がみられる。

３内容の配
列・分量

・季節の流れを軸に、時系列
で配列し、四季の変化を意識
しながら生活や学習ができる
構成になっている。
・季節単元では、児童の気付
きを促せるよう、自然だけで
なく公共施設や町の様子を
定点から描写しているという
特色がある。
・低学年の児童の発達に配
慮した取り組みやすい活動
が適切に取り上げられてい
る。単元末に「やってみよう」
を設け、児童の状況に応じ
て、発展的、選択的に活用で
きるという特色がある。

・季節の流れに沿った大単元
構成で児童の意識に沿って
無理なく季節と活動を結びつ
けることができる構成になっ
ている。
・各学校の実態を踏まえ、
個々の活動単元の組み替え
ができたり、多様な活動を例
示されている特色がある。

・地域や学校の環境、子ども
の意識などに応じて、自由に
時期を組み替えたり、軽重付
けて指導したりすることがで
きる構成になっている。
・1活動1見開き単位で構成さ
れており、次の活動へつなげ
ていく場面を示すことで活動
の連続性を重視しているとい
う特色がある。

・導入で動機付け、展開で主
体的な学習活動、振り返りで
意欲や自信を高めるという単
元構成になっており、「はっけ
んロード」で試行錯誤を促し
たり、振り返りを自分の言葉
で表現できる欄を設けたりし
ている特色がある。

・日常的な事象や生き物な
ど、地域との関わりを重視し
た教材配列であるとともに、
伝統行事を多くとり入れてい
るという特色がある。

・学習の流れが分かりやすい
紙面構成で、見開きで課題・
活動内容・振り返りを繰り返
す構成になっている。
・児童の興味・関心に応じて
活用できる資料が別冊でつ
いている特色がある。

・季節に沿って単元が構成さ
れ、単元が進むにつれて活動
が広がり、深まるような構成
になっている。低学年の児童
が親しみやすい学習活動や
学習対象、学習材が取り上げ
られており、児童の興味・関
心を生かして授業が展開でき
るように工夫されている。
・活動のヒントになる資料をた
くさん掲載しているという特色
がある。

４表記･体裁 ・活動や体験を通してえた気
付きを友達どうしで伝え合う
姿や多様な他者と関わる場
面などが、写真や挿絵を用い
て具体的に例示されている。
・臨場感があふれる写真で、
子どもの活動意欲を引き出さ
れるように工夫されている。
・写真等の情報量が絞られて
おり、低学年の発達を考慮し
た掲載となっている。
・上巻のはじめはひらがなの
み、夏休み以降からカタカナ
が使用され、下巻では、第2
学年までの配当漢字にすべ
てふりがなをつけている。

・モノクロ表現でイメージを膨
らませるページを設けて児童
の意欲を高める工夫が見ら
れる。
・写真やイラストをダイナミッ
クかつ豊富に掲載している。
・きもちマークなど書き込みも
できるように工夫されてい
る。
・漢字は国語の学習進度に
配慮して1年生配当漢字を
P106,107から使用しており、
すべてにルビを振っている。
カタカナは上巻P１０４，１０５
まではひらがなのルビをふっ
ている。

・臨場感あふれる写真で、子
どもの活動意欲が引き出さ
れるよう配慮されている。
・配当漢字とカタカナは、1年
生の夏休み明けに相当する
単元から使用されており、漢
字にはすべて振り仮名が付
けられている。

・学習活動を例示したイラスト
や写真は、児童の関心や意
欲を促す表現で、図解や動
植物などのイラストは、正確
で資料性が高いタッチで表現
されている。
・後期より第1学年配当漢字
（ルビ付）とカタカナ、下巻で
は第2学年配当漢字（ルビ
付）で表現される工夫が見ら
る。

・動物(やぎ)を飼育し，ふれ
あう様子の写真や，季節ごと
の風景や地域の行事の様子
を大切にしたイラストや写真
で，児童の関心を高める工夫
が見られる。

・低学年児童の発達段階を
考慮した表現方法を工夫して
いる。
・国語科の指導に配慮し、夏
休み以前まではひらがなの
みで、夏休み以降はカタカナ
と、第1学年の配当漢字が振
り仮名付きで使用されてい
る。
・上巻資料「きせつのなかま
ち」は防水効果があって汚れ
にくい撥水コーティング加工
が施される工夫がされてい
る。

・AB版（ワイド版）の大きさで
低学年児童にとって取り扱い
やすいように工夫されている
・上巻の前半はひらがなの
み、上巻の後半は、カタカナと
第1学年配当漢字（フリガナ付
き）に加え、第2学年までの配
当漢字（フリガナ付き）が使用
されている。
・興味関心を喚起するダイナ
ミックな写真と緻密な資料とし
ての写真で興味関心を喚起
するよう工夫されている。

観点　

身近な人々、社会及
び自然を自分との関
わりで捉え、自分自身
や自分の生活につい
て考え、表現するため
に、どのように配慮さ
れているか。

主体的・対話的で深
い学びの表現のため
に、どのように配慮さ
れているか。

教材の配列や単元構
成･分量には、どのよ
うな特色があるか。

表記・表現等につい
て、どのような工夫が
見られるか。


